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１．はじめに 

貝毒は，毒を有したプランクトンを貝が捕食し，貝

が毒化する現象である．この現象は全国各地に見られ

るが，岩手県南部に位置する大船渡湾においては，

1961 年に麻痺性貝毒(PSP)による赤皿貝の食中毒事故

が発生し，死者が 1 名出ている．その後，毎年のよう

に麻痺性貝毒による養殖魚貝類の出荷規制が行われて

いるのが現状である． 

この大船渡湾における貝毒原因プランクトンは，渦

鞭 毛 藻 類 の Alexandrium tamarense ， Alexandrium 

catenella などである． 

既存の研究では，有毒鞭毛藻類の増殖特性に関する

研究（例えば，阿知波ら，1990）や，環境水中での渦

鞭毛藻類の増減に関する観測事例は多いが，そのとき

の水理学的特性について検討した研究は，そう多くは

ない．大船渡湾においては密度貫入の発生が確認され

ており（中山ら，2000），これによる湾水交換が植物

プランクトンにも影響を与えることが確認されている

（佐藤ら，2005）．本論では，1998 年の観測データを

用いて，大船渡湾などの特に閉鎖性の高い水域に見ら

れる湾水交換と A.tamarense の増減について検討を行

う． 

２．対象領域およびデータセット 

研究対象領域は，岩手県南部（三陸沿岸）に位置す

る大船渡湾(北緯 39°02′，東経 141°44′)である（図－1）．

湾口部に津波防波堤と捨石マウンドが存在するため，

開口部は 200m しかなく，閉鎖性が高い（閉鎖度指標：

14.04）． 

本研究においては，国土政策技術総合研究所(2006)

による 1998 年の水温，塩分データおよび岩手県貝毒成

分モニタリング事業報告書(1998, 1999)の実測データを

用いた． 

図－1 中の清水定点においては，鉛直方向に 2m おき

に水温，塩分，Chl.a，渦鞭毛藻細胞数などがカウント

されている．また，湾外計測地点では，水深 16m にお

いて 10 分おきに水温，塩分の計測が行われている． 
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図－1 大船渡湾 

 

３．A.tamarense の概要および 1998 年の増殖 

A.tamarense は渦鞭毛藻類に分類される有毒プランク

トンである．栄養細胞は，長さ 26~46µm で，通常は連

鎖を形成せずに遊泳する．また，自らの環境に不適合

な場合，シストを形成し海底に沈むのが確認されてい

る．前述の阿知波ら（1990）の実験では，大船渡湾産

の株を用いて水温 10~18℃，塩分 32‰で増殖率が高く

なり，10‰以下になるとほとんど増殖しなかったと報

告されている． 

 図－2 に 1998 年の大船渡湾清水定点中層（10-14m の

観測値の平均）における A.tamarense の細胞数の変化を

示すが，5 月下旬から急激に増加し，その後，急激に

減少するという，非常に短いイベントであることが見

て取れる．これは毎年，栄養細胞数のオーダーは異な

るが，規則的に観測される現象である．このように非

常に短い期間で栄養細胞数が減少するのは，密度貫入

などの湾内の水環境が急激に変化したことが示唆され

るものであり，密度貫入などの水理的現象が発生して

いることも考えられる．よって，次に，湾外水は湾内

の同一密度層を選択して貫入するという仮定の下で，

成層状態のモデル解析を行う． 

４．成層モデルの概要 

成層モデルは，大船渡湾の水質は湾軸方向に一様で

あるので，鉛直一次元としたが，大船渡湾沖は，黒潮，

親潮および津軽暖流が出会う混合海域であることを考

慮し，湾外（水深 16m）の水温，塩分連続観測データ 
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図－2 清水定点での各種水質の時系列変化（1998 年） 

 

を境界条件として与えた． 

 また，(1)式および(4)式に示すとおり，上げ潮時には

外海水が同一密度層に流入する貫入に関する項を追加

した． 
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z: 鉛直方向座標(m)，A: 各層の面積(m2)，T:水温（℃），

A: 面積，Kz: 鉛直渦動粘性係数(m2/s)，Qs: 全天日射量

(W/m2)，β: 吸光係数，κ: 消散係数(/m)，CP: 比熱

(J/kg/K)，ρ: 密度(kg/m3)，S: 塩分(PSU)，λ: 海水交換 
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図－3 成層モデルより算出した湾外水の貫入水深 

 

率(/day)である．また，添え字”OUT”は湾外水を意味す

る． 

５．解析結果とまとめおよび今後の展開 

成層モデルにより算出した湾外水の貫入水深を図－

3 に示す．これより，5 月 28 日以降は，10m 以深で貫

入が発生していることが見て取れ，この貫入現象によ

って，湾内の A.tamarense が水理的な擾乱により，栄養

細胞がシストを形成したことが示唆された結果と言え

よう．今後は，A.tamarense の生活史に着目した水理モ

デルを構築し，同種の生活戦略モデルを構築する予定

である． 
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